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作   品   名  

 

40m QRP AM ハンディトランシーバー(Micro40AM2014) 

用

途

・

製

作

の

理

由

な
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 本作品は 40m QRP AM 運用を楽しむために製作したハンディトランシーバーである。2014 年

に製作した小型の 40mAM トランシーバーと言う意味合いで「Micro40AM2014」という名称を付

けた。名称を波長で表示しているのは出品者の好みである。 

7MHz AM は 2009 年の周波数拡張を契機として 7.195MHz を中心に運用が行われている。こ

の 7MHz AM 運用においては、力強い変調がかかるなどの理由から古風な真空管式送信機が活躍

しているが、一方で移動運用に適した機動性に優れるハンディトランシーバーの自作例はほとん

ど見られない。出品者はこれまで自作 6m QRP AM ハンディトランシーバーでの移動運用によっ

て蓄積してきた製作技術をベースに、7MHz AM を QRP で楽しむことができるハンディトラン

シーバーを製作する価値があると考えた。また、出品者は鉄道や飛行機などの公共交通機関を利

用した移動運用を行う機会が多く、可搬性に優れた自作機を必要としていることも本作品を製作

する動機となった。 

特

徴 

本作品は 40m QRP AM 運用を自在に楽しむことができる使い勝手の良いハンディトランシー

バーであり、主な特徴は以下のとおりである。 

(1)大きさは幅 70mm×厚さ 35mm×高さ 150mm(電池含む)、重さは電池込みで約 330(g)であり、

片手で持つことが可能。 

(2)電源、マイク、スピーカを内蔵し、アンテナを用意すれば運用可能。 

(3)電源は 006P を搭載し，容易に電池を交換可能。 

(4)周波数可変トランシーブトランシーバーで 7.165～7.195MHz を運用可能。 

(5)受信はラダー型水晶フィルターを使用した中間周波数 12.0MHz のシングルスーパーへテロダ

イン方式であり、運用に必要な選択度や感度を確保。 

(6)送信は終段コレクタ変調で出力 200mW。周波数構成やコイルの使い方を工夫することで、必

要なスプリアス性能を確保。 

(7)回路変更や予期せぬトラブルに容易に対処できるメンテナンスが行いやすい構造。 

(8)これまでに 1,8 エリアの 8 局と QSO し実用性を確認。 

概

要

説

明

・

系

統

図

な

ど 

◎ 本作品の概要 

 受信部は中間周波数 12.0MHz のシングルスーパーヘテロダイン方式、送信部は終段コレクタ

変調で、終段に 2SC2086 を使用し、出力 200mW。周波数可変には VXO を使用し、これを送受

共用にすることでトランシーブ操作を実現した。大きさは幅 70mm×厚さ 35mm×高さ 150mm

のハンディ機サイズ、重量は約 330(g)(電池含む)である。本作品の系統図と外観の写真は以下の

とおりである。 
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 【本作品を製作するにあたっての考え方】 

 本作品は 40m AM を QRP で自在に楽しむことを目標として、製作にあたっての考え方

を以下のとおり定めた。  

(1) 大きさは手に持てるサイズとして機動性を確保し、公共交通機関の移動における運搬

のしやすさを考慮する。  

(2) 電源、マイク、スピーカを内蔵し、アンテナを用意すれば運用できるようにする。  

(3) 7MHz AM を QRP で楽しめる基本性能(感度、選択度、安定度、変調の質など)を確保

するが、7MHz は周波数が少ないことに起因する混雑に対応することを最優先とする。 

(4) 快適な運用を行うため、回路設計は目新しさよりも安定性を重視する。  

(5) 回路変更や不具合修正に対処するために、メンテナンスが行いやすい構造とする。  

(6) 10 年以上使用することを考慮し、外観のデザインに気を配る。  

 

 【外観および内部の写真】 

 図－1 に外観の写真、図－2 に内部の様子を示す。大きさは幅 70mm×厚さ 35mm×高

さ 150mm である。大きさを比較できるように 350ml の缶飲料と並べた。色はパネルを黒、

外側を水色で塗装した。パネル面にネームランドテープを利用して文字を入れるなどデザ

インに気を配った。  
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図－1 外観の写真 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【回路の概要】 

  受信部は高周波増幅 1 段、中間周波増幅 2 段のシングルスーパーヘテロダイン方式(中間

周波数 12.0MHz)、送信部は終段に 2SC2086 を使用した終段コレクタ変調で、送信出力は

200mW である。周波数可変には可変水晶発振(VXO)を使用して約 30kHz を可変し、これ

を送受共用にしてトランシーブ操作を実現している。  

 

 【回路の説明】 

 回路図は No.10～11 に掲載している。  

 

 ◎受信部  

  受信部は簡単な回路で高感度が得られるシングルスーパーヘテロダイン方式とし、中間

周波数はイメージ混信を減らすため 12.000MHz と高くした。  

  入力のアッテネータは周辺の強信号による妨害に対する対策のために入れており、減衰

量は約 15dB である。高周波増幅は回路が簡単で高感度が得られる 2SK241 を使用し、ソ

ースに抵抗とコンデンサを入れて動作の安定性を高めた。周波数変換も 2SK241 を使用し、

ソース抵抗を 2.2kΩと大きくして動作の安定化を図った。選択度を決定するフィルターに

は、ラダー型水晶フィルターを使用した。7MHz AM は周辺の周波数における信号強度が

高いことから、これまで製作の 6mAM 自作機で採用していた 4 素子に 1 素子追加した 5

素子として、フィルターの特性を向上させた。  

 中間周波増幅は高周波増幅と同じ 2SK241 を使用した。負荷に RFC とコンデンサを使

用した同調増幅器であるが、並列に Q ダンプの抵抗を接続して帯域を広くすることで、無

調整化している。Q ダンプ抵抗は安定して動作する 2.2kΩとしている。ソースに抵抗とコ

ンデンサを入れているのは高周波増幅と同様の目的である。  

 検波回路はショットキーバリアダイオード 1SS106 を使った一般的な回路である。

1SS106 は順方向電圧が低く検波効率の良いダイオードであることから採用した。負荷抵

抗は動作の安定性から 1kΩにした。自動利得調整(AGC)は信号の一部をダイオードで検波

図－2 内部の様子 
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して得られたマイナス電圧を高周波増幅、及び中間周波増幅にフィードバックする方式と

した。40mAM においても必要な性能が得られる。低周波増幅は 2SC1815 と LM386N に

よる汎用性の高い回路によりスピーカを鳴らせるようにした。スピーカも本体に内蔵し、

待ち受け受信ができるようにしている。  

可変水晶発振(VXO)はトランジスタに比べると出力は少ないものの安定度に優れている

FET を採用した。周波数を変化させる素子は安定度に優れるバリコンを使用した。VXO

の発振周波数は 19.165～19.195MHz、これを次段の 2SC1815 で増幅している。中間周波

数が 12.000MHz であることから、運用周波数は 7.165～7.195MHz の 30kHz 幅となる。

2014 年現在、7MHz AM は 7.195MHz を中心に行われているが、混信などで他の周波数

を使用することも考慮に入れて周波数を可変できるように設定した。この VXO を送受共

用にすることでトランシーブ操作を実現している。  

 

◎送信部  

送信部の局部発振および周波数変換は FM ラジオ用の IC である TA7358P を使用した。

この IC は高周波増幅回路、発振回路、周波数変換回路を内蔵し、本作品に応用可能な機

能と性能を持っている IC であることから採用した。局部発振は TA7358P の高周波増幅ブ

ロックを発振回路として動作させ、出力に小容量のコンデンサを介して同調回路と接続す

ることにより、近接スプリアスを極力抑えるようにした。周波数変換は TA7358P の周波

数数変換ブロックをそのまま利用している。TA7358P の周波数変換はダブルバランスドミ

キサーとなっておりスプリアスの低減が期待できる。出力は複同調回路として、近接スプ

リアスを抑えるようにした。  

この後は 2SC185 の 2 段増幅で信号を大きくし、終段の 2SC2086 で AM 変調をかけて

入力 400mW､出力 200mW を得ている。出力はフェライトトロイダルコアを使用した広帯

域トランスにより安定動作を図った。出力に T 型同調フィルターをつないで第 2 高調波以

下のスプリアス対策とした。終段の 2SC2086 に低周波トランスを介して変調器の出力を

接続することで終段コレクタ変調をかけている。また、前段の 2SC1815 にも軽く変調を

かけて、良好な変調が得られるようにした。変調器の LM386N は汎用性の高さとコンデ

ンサマイクを使用することで十分な変調をかけられることから採用した。変調トランスは

送信出力に見合った規格で、なおかつ小型である ST-83 を使用して良好な変調が得られる

ようにした。  

送信表示は送信電波の一部をコンデンサで取り出して、ダイオードで整流した出力をト

ランジスタに加えて LED を光らせた。コンデンサは LED が点灯する最低容量ということ

で 3pF とした。  

 

◎その他の回路(回路は送信部に含まれる) 

 送信部の回路図に CAL-SW があるが、受信時にこのスイッチを+R 側にすると、受信周

波数と同じ周波数の微弱電波が発生し、簡易的に SSB や CW を受信することができる。

7MHz では SSB/CW 局の運用が多いため、この CAL-SW と使用頻度は高い。  

送受切換は、動作の安定なリレーとし、小型で消費電力の少ないことからオムロンの

G6S-2 を使用した。2SA1015 はリレーを動かすためのスイッチング回路で PTT スイッチ
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に流れる電流を少なくして動作の安定化を図っている。  

電圧は DC9V を標準として 7～10V で動作する。標準電源に 006P 型の 200mAh ニッケ

ル水素電池を採用して軽量化を図ると共に、電池をケースの外側に取り付けることで移動

運用時の電池交換を容易にした。送信表示兼受信インジケータは 2 色 LED を使用し、送

信出力は赤で、受信時は一定の信号強度を超えると緑に表示されるようにした。QRP 運用

では信号の目安になるものが欲しくなるため、スペースの取らない LED インジケータを

装備することとした。  

 

 【本作品において工夫したこと】 

 ◎小型化とメンテナンスのしやすさの確保のために 

 基板製作にあたっては、場所を占める電解コンデンサ、高周波チョーク、ボリューム、

送受切換リレーに小型のものを使用した。また、0.01μＦのコンデンサの一部にチップ部

品を使用した。  

 ケースは鈴蘭堂の LUB-1(70(W)× 35(D)×150(H), 単位 mm)という名称のケースがち

ょうど良い大きさであったが、現在は入手ができないため、アルミ板から同じ大きさのケ

ースを製作した。さらに、使い勝手を向上させるため、以下のとおり工夫した。  

(1) まんなかの仕切板を両面基板で製作(図－3 の青丸の灰色の部品)。  

(2) この仕切板を利用して、基板を互いに逆さまにして固定 (図－4)。  

(3) 上記により、2 枚の基板をケースに入れることができた上に、ケースを開けることで、

容易に部品交換ができるような構造とした。  

(4)スピーカ、マイクを穴あき基板に取り付け、それをケースにねじ止めした (図－5 )。PTT

スイッチは内側のシャーシに固定するようにした(図－6)。これにより。外側のケース

のみを取り外すことができるようになった。  

(5)部品を実装する基板については、メンテナンスが行いやすいように、基板の部品面に白

のマーカでパターンを描いた(図－7)。基板の大きさは送受とも 6×7cm である。このよ

うにすることで、基板をひっくり返さなくとも回路の様子を容易に確認できる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3 作成したケースの外枠 図－4 基板の実装状態  
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 ◎移動運用時の使い勝手向上のために 

 移動運用で使用することを考慮し、手に持てるサイズにした他に以下の工夫を行った。  

(1) マイク、スピーカ、電源を本体に搭載し、別途アンテナを用意するだけで運用可能な

状態とした。移動運用でマイクを忘れるなどのトラブル回避と荷物を減らす効果がある。

また、スピーカを装備することで待ち受け受信がしやすいようにした。さらに、必要に

応じてイヤフォンをつけられるようにした。  

(2) 電源は 2 時間程度の運用が可能な 006P 型を採用した。本作品ではその電池をケース

の外側に取り付けるようにした(図－8)。見た目は少々悪くなるが、電池交換が非常に

容易になるだけでなく、中を開ける頻度が激

減するため、内部の配線を切ったりするなど

のトラブルがきわめて少なくなり、結果とし

て安定した運用を行えるという大きな効果

をもたらしている。なお、固定運用などでは、

外部電源をつなげられるアダプタを製作し

た。 

 

 

図－7 部品を実装した基板(左：送信部、右：受信部 ) 

図－5 スピーカとマイクの取り付け 図－6 PTT スイッチの取り付け 

図－8 ケースの外側に取り付けたバッテリ部  
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 【本作品の操作】 

 図－9 に各部操作の概略を示す。本作品は内蔵マイクを使用して交信を行う。外部マイ

ク用端子はない。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【本作品による交信】 

 2014 年 3 月から運用を開始し、2014 年 5 月 1 日時点で 1，8 エリアの 8 局と交信でき、

電離層反射による遠距離交信が十分にできることがわかり、本作品の運用面での実用性を

確認できた。  

 

 【使用感】 

 受信は強い信号による混信を受けることがあるが、交信に必要な性能は確保している。

送信音質は良好であり、周波数も使用頻度の高い範囲がカバーされており 40mAM を QRP

で自在に楽しめるトランシーバーが製作できたと思っている。手になじむ大きさで持ちや

すいこと、アンテナ以外はすべてそろっていること、電池の交換が非常にしやすいことが

運用での大きなメリットになっている。今後も本作品で 40m QRP AM を楽しみたいと考

えている。  
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アンテナ端子 
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ボリューム 

周波数ダイヤル 

送受切換  
押すと送信  

イヤフォン端子 
(2.5mm ジャック) 

内蔵マイク 

図－9 各部の操作  

CAL スイッチ 
(SSB 受信に使います) 

LED インジケータ兼 
送信表示  

アッテネータ 
(下にすると ON) 

スピーカ 

006P 型電池  
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【本作品の定格】 

［共  通］ 

周波数  7MHz 帯(7.165～7.195MHz) 

電波型式  AM(A3E) 

使用半導体  3IC 8TR 6FET 16Di 

電源電圧  DC 9.0(V) (標準) 

消費電流  受信無信号時  45(mA) 

送信無変調時  120(mA) 

送信最大時  180(mA) 

空中線インピ－ダンス  50(Ω) 

外形寸法  70(W)×35(D)×150(H) 

 (単位 mm , 突起物を含まず）  

重  量  330(g) 

［送信部］  

終段入力  8.5(V) × 48(mA) ≒ 400(mW) 

出  力  200(mW) 

終段石  2SC2086 

不要輻射  -40(dB)以下  

変調方式  終段コレクタ変調  

［受信部］  

受信方式  シングルスーパーヘテロダイン方式  

中間周波数  12.000MHz 付近  

受信感度  0dB(uV)程度   (S/N 10dB) 

選択度  ±2kHz(-6dB),±4kHz(-40dB) 

［局発部］   

局発発振方式  可変水晶発振  

発振周波数  19.165～19.195MHz 
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【回路図(受信部)】 
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【回路図(送信部)】 
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 2009年の7MHz帯の周波数拡大をきっかけとして，7.195MHzを中
心としたAM運用が行われています。本作品は，その7MHz AMを
QRPで自在に楽しむために製作したハンディトランシーバーです。
名称は2014年に製作した小型の40m AMトランシーバーと言うこと
で，「Micro40AM2014」としました。 

 

(1)大きさは幅70mm×厚さ35mm×高さ150mm(電池含む)，重さは電池込みで約330(g)であり，片
手で持つことが可能。 

(2)電源，マイク，スピーカを内蔵し，アンテナを用意すれば運用可能。 

(3)電源は006Pを搭載し，容易に電池を交換可能。 

(4)周波数可変トランシーブトランシーバーで7.165～7.195MHzを運用可能。 

(5)受信はラダー型水晶フィルターを使用した中間周波数12.0MHzのシングルスーパーへテロダイ
ン方式。必要な選択度や感度を確保。 

(6)送信は終段コレクタ変調による良好な変調，送信出力200mW。周波数構成やコイルの使い方を
工夫し，必要なスプリアス性能を確保。 

(7)回路変更や不具合修正に容易に対処できるメンテナンスが行いやすい構造。 

(8)これまでに1,8エリアの8局とQSOし運用面での実用性を確認。 

 

 受信は強い信号による混信を受けることもありますが、感度や送信音質については，必要な性
能を確保しており，周波数も使用頻度の高い範囲がカバーされており40mAMをQRPで自在に楽し

めるトランシーバーが製作できたと思っています。手になじむ大きさで持ちやすいこと，アンテ
ナ以外はすべてそろっていること，電池の交換が非常にしやすいことが大きなメリットです。今
後も本作品を使用して7MHz QRP AM運用を楽しみたいと思います。 

 

40m QRP AM ハンディトランシーバー(Micro40AM2014) 

本作品の特徴および概要 

はじめに 

本作品の系統図 

使用感など 

～ 可搬性に優れた7MHz QRP AM 機 ～ 
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内部の様子 
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